群馬県農業団体健康保険組合
フットサル大会試合運営要領

１）大会カテゴリー
　　オープンとエンジョイの２つのカテゴリーとする。
　　エンジョイは、女性選手が常に１名以上コートにいることとする。
　　不測の事態等により、試合途中から女性選手が出場できなくなった場合は、
　　それ以降の全ての試合を棄権とし、相手チームに勝点３点（得失点＋１点）
　　を与えることとする。その後の全ての試合は継続するが、出場選手は４名と
　　する。

２）選手登録
　　１チームの参加登録メンバーは６名以上２０名以内とする。
　　同一人が複数チームにわたって、登録ならびに出場することはできない。
　　未登録者の出場は認めない。
　　【追加登録申請について】
　　大会当日までは選手の追加登録を認める。大会当日においては、身分証等で
　　本人確認を行い、出場を認める。
　　（別紙「登録選手変更・追加届」を提出のこと）

３）競技者の数
　　１チーム５名で１名はゴールキーパーとする。競技開始時、５名いなければ
　　ならない。交代要員は最大１５名とする。選手はゴールキーパーを含め交代
　　ゾーンから自由に交代できる。ただし、プレイ中の選手が、ピッチを完全に
　　出てから交代選手が入る。
　　なお、試合開始後、コート上の競技者が３名未満となった場合、その試合を
　　棄権しなければならない。その場合、それまでのスコアに係わらず、相手チ
　　ームの不戦勝とし勝点３点（得失点＋１）とする。

４）試合形式
　　オープン、エンジョイ共に予選リーグ、決勝トーナメントにより行う。
　　なお、予選リーグで棄権の試合があったチームは、決勝トーナメントへの出
　　場権を失う。

５）競技時間
　　予選リーグ：オープン７分（ランニングタイム）、エンジョイ７分（ランニ
　　　　　　　　ングタイム）とする。
　　決勝トーナメント：前後半７分（ランニングタイム）とする。ハーフタイム
　　　　　　　　　　　は２分とする。







６）競技者の用具
　　屋内用フットサルシューズまたは体育館シューズとする。靴底の接地面があ
　　め色・白色・無色透明であること。外履きとして使用しているもの及びスパ
　　イクは使用できない。
　　眼鏡は、スポーツ用の特殊なもの以外は使用禁止とする。
　　接触時、相手を傷つけるもの（ピアス、ネックレス等）は着用禁止とする。

７）４秒ルール
　　ペナルティキック、フリーキック、キックイン、コーナーキック及びゴール
　　クリアランスは、４秒以内に行わなければならない。４秒を超えた場合、相
　　手チームにキックインあるいは間接フリーキックが与えられる。

８）反則
　　次の反則等を犯した場合は、直接フリーキック、間接フリーキック又はペナ
　　ルティキックが相手に与えられる。
　　　相手競技者を、①蹴る、②つまずかせる、③押す、④抑える
　　　相手競技者に、⑤タックルする、⑥飛びかかる、⑦チャージする
　　　意図的に手でボールに触れる（自陣ペナルティエリア内のＧＫは除く）。
　　ファールカウントはしない。

９）フリーキック
　　反則した場合は相手ボールとなり、反則行為が行われた場所からフリーキッ
　　クでプレイが再開される。反則の種類によって直接又は間接フリーキックに
　　なる。

10）ペナルティキック
　　守備競技者が自分のペナルティエリア内で直接フリーキックとなる反則をし
　　た場合、ペナルティキックが相手に与えられる。ペナルティキックを行う競
　　技者以外の競技者は、ボールより後方に５メートル以上離れなければならな
　　い。なお、ＧＫはボールが蹴られるまで、ゴールライン上に留まっていなけ
　　ればならない。

11）コーナーキック
　　守備競技者がゴールラインからピッチ外に出る前にボールに触れた場合、
　　コーナーキックで再開される。コーナーアーク内にボールを静止させ、蹴る。
　　コーナーキックから直接得点することができる。正しく行われない場合再度
　　やり直され、コーナーキックも４秒ルールが適用され、違反した場合にはゴ
　　ールクリアランスで再開される。
　　守備競技者は、ボールから５ｍ以上離れなければならない。




12）キックイン
　　タッチラインからボールがピッチ外に出た場合、キックインで再開される。
　　ボールは、ピッチを出た、または天井に触れたところから最も近いタッチラ
　　イン上の地点で静止して蹴り入れる。
　　キックインから直接得点できない。キックインを正しく行わない、あるいは
　　キックインを行う競技者が４秒以内にキックインを行わない場合、相手チー
　　ムにキックインが与えられる。
　　守備競技者は、キックインを行う地点から５ｍ以上離れなければならない。

13）ゴールクリアランス
　　攻撃競技者がゴールラインからピッチ外に出る前にボールに触れた場合、
　　ゴールクリアランスで再開される。ゴールキーパーがペナルティエリア内か
　　ら投げる。ゴールクリアランスから直接得点することはできない。

14）ゴールキーパーのプレイ
　　自陣内において、ペナルティエリア内外、手足を問わず、４秒以上ボールを
　　コントロールしてはならない。バックパスは足でのプレイのみ認める。

15）得点
　　オープンおよびエンジョイのカテゴリー共に、男性競技者の得点は１得点を１点、女性競技者の得点は１得点を２点とする。

16）ユニフォーム
　　①チームのユニフォームを着用する。②チームのビブスを着用する。
　　上記①、②がない場合は同色にて上着を統一しプレイする。

17）試合開始時間に開始できないチームの対応
　　　試合開始時間に開始できないチームは、棄権とし相手チームを勝者とする。
　　不戦勝の場合は勝ちチームに勝点３点（得失点＋１点）が与えられ、棄権とな
　　ったチームは勝点－３点（得失点－１点）とする。

18）不正事実があった場合
　　不正事実があった場合は、そのチームは出場権を失う。

19）不測の事態等が発生した場合
　　　不測の事態等が発生した場合は、審判、両チーム代表者、主催者で協議し、
　　最終的に主催者が決定する。




